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                       日時 平成２５年３月２７日（水） 

                       時間 午前１０時～１１時３０分 
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第２回木の文化を具体化する推進委員会　配席図（敬称略）

京都ガーデンパレス　会議室「橘」



 

木の文化を具体化する推進委員会 委員名簿（敬称略） 

 

 氏名 職名等 

１ 青合 幹夫 京都府森林組合連合会 代表理事専務 

２ 乾 康之助 京都木材協同組合 理事長 

３ 岩井 吉彌 元 京都大学大学院農学研究科 教授 

4 大北 乙佳 工務店 勤務 

５ 丘 眞奈美 京都ジャーナリズム歴史文化研究所 代表 

６ 神吉 紀世子 京都大学大学院工学研究科 教授 

７ 中井 恵子 株式会社ケイ建築事務所 代表取締役社長 

８ 野間 光輪子 日本ぐらし株式会社 代表取締役 

９ 堀井 誠史 京都府産木材認証制度運営協議会 会長 

１０  川 哲雄 京の山杣人工房上京区モデル工房「木輪舎  代表 

１１ 吉田 英治 京都市域産材供給協会 会長 

                              

 以上 11名 
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木の文化を具体化する取組の進ちょく状況について 

 市内産木材の需要拡大に向けた取組 

 １ 市民意識調査 

 調査概要 製材・流通業者，工務店・設計事務所，一般消費者を対象に，木材及

び市内産木材の認識と意識の現状調査を改めて実施 

   主な内容 インターネットを活用した木材情報の発信について ほか 

    

 ２ イベント等における啓発活動 

    「木材を活用した学校施設づくり講習会」（三重会場） 

    平成 24年 11 月 1，2 日（三重県四日市市） 

   

 

   京の農林秋まつり 

   平成 24年 11 月 10 日（伏見区，伏見港公園） 
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    ひとときフェスタ～まちで森とつながる暮らし～ 

    平成 24年 12 月 1 日（伏見区，京（みやこ）エコロジーセンター） 

   

 

    KYOMO（きょうも）オープン記念セミナー～プロでも意外に知らない木の知識 

    平成 24年 12 月 15 日（下京区，メルパルク京都） 

   

 

    サンサ木づかい大作戦 

    平成 24 年 12 月 15 日（右京区，右京区総合庁舎） 
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    (社)京都府建築士会創立 60周年記念事業 

    平成 25年 3月 10 日（中京区，ゼスト御池） 

   

 

    京（みやこ）環境配慮建築物シンポジウム 

    平成 25年 3月 14 日（左京区，京都市国際交流会館） 

   

 「第 1回 京（みやこ）環境配慮建築物」顕彰制度にて，みやこ杣木を使用し

ている公共建築物が優秀賞（市立朱雀第四小学校），特別賞（市立凌風小中学校）

を受賞。 

 

    KYOMO（きょうも）グランドオープン記念イベント 

    平成 25年 3月 23，24 日（下京区，平成の京町家モデル住宅展示場） 
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 ３ 啓発資材を使用する継続したＰＲについて 

    表示物の作成と配布 

    

 

    みやこ杣木の取扱店をあらわす「のぼり」の作成と配布 

   

 

 ４ 地域産木材ストック情報システムの試行 

  京都産の木材流通の促進を担っている京都市域産材供給協会，京都木材協同組

合，京都府産木材認証制度運営協議会の 3者が連携し，みやこ杣木の流通情報の発

信の試行に取り組んでいる。 

 特に京都木材協同組合では，組合員の協力を得ながら，みやこ杣木のストックに

努めている。 

 今後は，掲載（発信）する情報の更なる充実を図っていく。 

 

 ５ 京都市内産木材供給事業の実施 

 みやこ杣木を住宅のリフォーム材として提供することにより，みやこ杣木を PR

し，需要拡大を図る事業。 

提供実績 

平成 23年度 
→ 

平成 24 年度 累計 

19 箇所 21箇所(見込) 139 箇所 
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 ６ 木質ペレット需要拡大事業の実施 

   木質ペレットを燃料とするボイラー，ストーブの導入を支援。 

導入実績（ストーブ） 

平成 23年度 
→ 

平成 24 年度 累計 

43 台 45台(見込) 137 台 

 

導入実績（ボイラー）  

平成 23年度 
→ 

平成 24 年度 累計 

2台 3 台(見込) 5台 

   平成 24 年度からボイラーの導入補助率と補助金額の上限を引き上げて実施して 

  いる。 

 

 ７ その他京都市が取り組んでいる主な森づくり 

    森づくり（林業） 

   ○ 森の力活性・利用対策事業 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ハーベスタ                           フォワーダ 

 

  森づくり（里山） 

  ○ 四季・彩りの森復活プロジェクト 

  ○ 地域獣害対策支援事業 

   ○ 「伝統文化の森」推進事業 ほか 

 

 

 

 

 ８ 来年度に京都市が取り組む主な森づくり及び需要拡大対策（計画） 

    森づくり（林業） 

   ○ 森の力活性・利用対策事業 ほか 
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    森づくり（里山） 

  ○ 四季・彩りの森復活プロジェクト 

  ○ 地域獣害対策支援事業 

   ○ 「伝統文化の森」推進事業 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

    主な需要拡大対策 

   ○ 地域産材利用促進強化事業（京都市木材地産表示制度の運用支援ほか） 

      京都市内産木材供給事業の対象を住宅リフォームだけでなく，新築及び店 

     舗等の新築，増改築へ拡充 

   ○ 木質ペレット需要拡大事業（木質ペレットを燃料とする機器の導入支援） 

 

    京都市が率先して取り組む事業 

   ○ バスの駅設置事業 

      交通局と連携し，みやこ杣木を用いたバス待ちスペ ースの整備を行う。 
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   ○ 学校図書館における備品整備 

 教育委員会と連携し，学校図書館の学習環境充実 

と林業振興に資するよう，みやこ杣木を使用した閲

覧机，閲覧椅子等の整備を行う。 

  

 

 

 

   ○ 京都市木材利用基本方針（仮称）の策定 

  京都市が整備する共建築物や実施する公共土木事業において，原則とし

て必ず，みやこ杣木を使用することを示した全庁横断的な基本方針の策定を

行い，率先した木材利用を進めるとともに，民間建築物等への普及を図る（現

在策定作業中）。  
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市民意識調査の結果について 

 

 アンケート結果から抜粋 

 

【製材所・流通業者】 

 

  １ ストック情報システムを情報発信者として，利用したい理由 

 

 

 

  ２ 利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３ ストック情報に加えた方が良い情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４ その他   

 

 

 

 

【工務店・設計事務所】 

【工務店・設計事務所】 

 

 

・工務店等に当社の扱い商品が表示されること 

 により売上増につながる。 

・新しい取組だから。 

・今後の材木の動向として興味がある。 

・デザインが明るく清潔感があり好感が持てる。

・ネット社会化しているので必要と思う。 

・公共物件でどのような規格サイズが使われる 

 か，他社がどのようなものを生産されている 

 かというところに参考にさせて頂きます。 

・不特定多数にＰＲできる。 

・ウェブ上で在庫の確認ができる。 

・各種情報収集の為。 

・いきなり在庫情報を閲覧できるのは良い。

・取り扱い店の掲載。 

・インターネットで情報が素早く理解でき

 て便利。 

・京都市内産材取扱い業者の連絡先がわか

 るため，便利ではないかと感じた。 

・地域産材を守りたい。 

・販売の拡充。 

・インターネットをあまり使用しない。 

・京都産材はほとんど取り扱わない。 

・府産木材に関心なし。 

・材質のこだわりがあるので，共通意識が少 

 しでもあれば利用したい。対象が広すぎる 

 のも不安。 

・府内産材で十分だと思う。 

・ウェブサイトより各加入店からの情報（ス 

 トック状況）を取りまとめる機能が毎日必 

 要とされるほどの情報が必要に思える。 

・実際地域産材の大半が受注生産になる可能 

 性が高く，常時在庫品については，各製材 

 所の整理も必要になる。在庫よりも，何を 

 つくる事が可能か，いつそれができるほど 

 の情報が必要に思える。 

・京都木材協同組合さんとの在庫数量の有無に

 ついて FAX、電話でもできる連絡方法を確保 

 しておいてください。 

 

・府内産材、市内産材というふうに分けずに 

 「京都産材」というようにひとくくりにして

 欲しい。 

・受注生産のため，常時在庫しているサイズが

 ないため。 

・建設会社や建築主がどの程度居るのかがわか

 らない。 

・メリットがわからない。 

・生産業者や流通業者・加工業者などの川下（下

 請業者なので）の拡大よりも，川上の業者（デ

 ベロッパーや工務店設計事務所など）の情報，

 国や府の政策をわかりやすく説明したらよ 

 い。 

・現場紹介・間伐材を使用した製品を多く掲載

 して欲しい。 

・商品のイメージ写真。 

・環境面での役割意義・特注寸法の対応。 

・不特定多数の客から実際に発注が有った場合

 に相手先の与信等債権回収のリスクを買う。

・木材業界の一人よがりにならぬよう、一般的

 に通じる言葉でできるだけ説明して。 

・具体化の手助けをする機能必要となってこよ

 う。「木材の知識」のような木材を知って 

 もらうコーナーも必要かも。 
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【工務店・設計事務所】 

 

  １ ストック情報システムを利用したい理由 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２ 利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３ ストック情報に加えた方が良い情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ストック情報がわかって、ある程度ボリュー

 ムある工事の納品計画が立ちやすい。 

・在庫状況がわかり，発注の際の参考になるの

 では？ 

・在庫等の確認ができて、発注が楽である。 

・在庫数の表示があり使いやすそう。 

・どこに問わせれば、何が大まかにあるか判明

 する。 

 それ以降は要望に応じて各社に問い合わせす

 ればよい。 

・在庫が見えるから。 

・利用拡大につながる。 

・建築実行時に木材業者へ発注するので必要がな

 いと思われる。 

・取引先の業者で入れたい商品はたいてい揃える

 ことができる。 

・取引先を変えてまで仕入れるメリットがはたし

 てあるのか？ 

・価格情報。 

・ネット上やはり価格が重視される。変動がある

 と思うが金額を記載してほしい。 

・強度、含水率など。 

・施工例（写真や図面等）。 

・自社の取引先だけでなく，ある程度の規模での

 流通が把握できるから。 

・地域貢献をしたいこと等はあり山が豊かになら

 なければならない。日本の家作りは木材はかか

 せない材料なので素材を大事にしていきたい。

・施主様に木の良さを伝えるために良いサイトだ

 と思うため。 

・予定が立てれるから。発注後に納期など乱れに

 くいから。 

・営業に役立つ。 

・必要な時に下調べができる。 

・在庫品が少ない。 

・当社の場合、府内産があれば府内産、無けれ

 ば全国どこでもというスタンスなので，市内

 産を特に求めるということはしていない。 

・情報が他にもたくさんあり，情報過多により

 複雑になる。 

・みやこ仙木の利用した事例集。 

・二次製品の床材、羽目板等の写真も載せてほ 

 しい。 

・できる限り多くの販売店を記載願いたい。 

Ｑ どのような方法でみやこ杣

木，ウッドマイレージＣＯ2 認証

材を仕入れましたか。 

Ｑ 建築資材としての「木材」に

ついて，どの様なイメージをお持

ちですか。 
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Ｑ 建築資材としての「木材」に

ついて，どの様な良くないイメー

ジをお持ちですか。 

Ｑ 公共施設の木造化，木質化に

ついてどの様にお考えですか。 

Ｑ 公共施設の木造化，木質化が

良いとお考えになる理由はどの

様なことですか。 
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【一般消費者】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｑ みやこ杣木について，聞いた

ことはありますか。 

Ｑ 京都市では，みやこ杣木を上手に利用することを

通じて，元気な京都の森林を育成を進めるために，補

助事業を実施しています。この制度について御存じで

すか。 

Ｑ みやこ杣木の補助事業を利

用したいと思いますか。 

Ｑ 京都市の「木の文化を大切にするまち・京都」戦

略において，公共施設の木造・木質化が提唱されてい

ます。公共施設の木造・木質化について，どのように

お考えですか。 

Ｑ 公共施設の木造・木質化は，

良いと思われる理由はどの様な

ことですか。 
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木の文化を具体化する推進委員会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「木の文化を大切にするまち・京都」市民会議における「森と緑」プロジェ

クトチームの検討結果を踏まえ，「木の文化」を推進する具体的な計画に対し，

方向性を確認するための「木の文化を具体化する推進委員会」を設立。 

【森林づくり】 

・高性能林業機械の導入支援による生産効率の向上 

・伝統的な北山杉の整備支援 

・地域性苗木の生産体制の整備 

・三山の景観保全（みどりプロジェクト） 

                    等 

 

【木のあるまちづくり】 

・市内産木材の需要拡大に向けた啓発活動 

・市内産木材の流通情報の発信と共有 

・バイオマス燃料としての利用促進 

・京の山杣人工房等と連携した木育活動 

                   等 

京都市域産材供給協会 

京都木材協同組合 

京都府産木材認証制度運営協議会 

森林組合 

合併記念の森 

京都伝統文化の森推進協議会

みどりプロジェクト 

京の山杣人工房モデル工房 

平成の京町家コンソーシアム 

プラットフォーム 

「情報交換」と「ゆるやかな連携」を確認する場 

手法(例)：報告会，シンポジウム等 

等 



参考資料

-1-
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